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明
治
二
十
四
年
の
一
川
に
輝
か
し
い
脚
光
を
あ
び
て
登
場
し
た
厳
谷
小
波
の
「
こ
が
れ
丸
」
は
現
在
に
至
る
ま
で
日
本
児
滝
文
学
の
原
点とされ高い評価をうけている。同時にこの作品は、博文館が日本でのはじめての創作児童文学シリーズ少年文学の
第
一
巻
と
し
て
発
表
し
た
も
の
で
、
こ
の
作
品
の
成
功
に
よ
っ
て
「
少
年
文
学
」
シ
リ
ー
ズ
二
十
四
巻
は
完
結
し
、
日
本
の
児
童
文
学
の
主
流
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
作
肺
は
単
に
す
ぐ
れ
た
日
本
の
一
児
流
文
学
が
生
ま
れ
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
児
逝
文
学
全
体
に
与
え
た
影
辮
は
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
。
現
在
に
至
る
ま
で
、
こ
の
作
品
が
い
ろ
い
ろ
な
形
で
評
価
さ
れ
る
の
は
く
仇
班
女
寸
分
Ⅱ
肥
当然のことである。
こ
の
「
少
年
文
学
」
シ
リ
ー
ズ
は
主
と
し
て
明
治
文
壇
の
主
流
を
な
し
た
硯
友
社
の
作
家
達
の
手
に
な
る
作
品
が
多
か
っ
た
が
、
そ
れ
も小波が硯友社の一員だったからに他ならない。例えばこのシリーズの第二巻は硯友社の中心的人物尾崎紅葉による
「
二
人
掠
助
」
だ
っ
た
。
も
っ
と
も
こ
の
作
品
は
創
作
で
は
な
く
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話
の
翻
案
で
あ
っ
た
。
紅
葉
は
こ
の
他
に
も
児
童
文
学
を
二
、
三
手
が
け
た
が
、
小
波
の
影
響
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
つ
づ
い
て
江
見
水
陰
の
「
今
弁
慶
」
、
山
川
美
好
の
文
体
か
ら
見
た
日
本
児
臓
文
学
の
誕
生
七
文
体
か
ら
見
た
日
本
児
童
文
学
の
誕
生
犬
飼
和
雄
文
体
か
ら
見
た
日
本
児
童
文
学
の
誕
生
八
「雨のひぐらし」、川上眉上の『宝の山一とつづいている。その他にも同じ硯友社の渡辺乙羽、中村花痩、石橋思案が
作品を発表している。川成川の日本の児施文学は硯友社の存在ぬきにしては考えられないのである。ことに紅葉と小
波
の
関
係
を
ぬ
き
に
し
て
は
、
考
え
ら
れ
な
い
ど
こ
ろ
か
、
誕
生
も
し
な
か
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
「こがれ丸」の成功がどれだけ重要だったかということは、同じく博文館が企画した「幼年文学」シリーズが、尾
崎紅葉と厳谷小波が執筆しながらわずか二巻で頓挫してしまったという事実でもわかる。このシリーズは紅葉が第一
巻
を
担
当
し
「
鬼
挑
太
郎
」
と
い
う
作
肋
を
習
い
た
が
成
功
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
終
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
幼
年
文
学
が
そ
だ
た
な
か
っ
た
原
因
の
一
つ
は
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
失
敗
、
も
っ
と
い
え
ば
紅
蕊
の
「
鬼
桃
太
郎
」
の
失
敗
に
あ
り
、
少
年
児
厳
文
学
と
は
、
は
っ
き
り
明
暗
を
わ
け
た
の
で
あ
る
。
「
こ
が
れ
丸
」
が
ど
れ
ほ
ど
脚
か
し
い
成
功
を
お
さ
め
、
商
く
評
価
さ
れ
た
か
は
、
例
え
ば
木
村
小
舟
の
「
少
年
文
学
史
」
に
お
け
る
小
舟
の
激
賞
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
小
舟
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「こがれ丸」を世に送った。ここに船てか我国の少年文学界には、迩然一大衝動を起し、正に黎明に光ざし初めて
残
型
立
ち
ど
こ
ろ
に
其
の
光
芒
を
収
な
る
に
似
た
る
観
が
あ
っ
た
。
・
・
…
・
漣
（
小
波
）
山
人
が
、
少
年
文
学
の
第
一
人
者
と
し
て
将
来
に其の盛名を窓にし、お伽文学に不動の基礎を築くべき第一歩は、舷に踏み出されしものである。
「こがれ丸」の成功は小波の作家生活においても亜大で、後に述べるように、小波自身に皮肉な意味をもつもので
６あった。また厳谷小波を中心とした明治の児童文学を批判し、芸術性の高い新しい児童文学、いわゆる「赤い鳥」
を
中
心
に
童
話
を
つ
く
り
あ
げ
た
鈴
木
三
重
吉
で
さ
え
、
昭
和
三
年
の
改
造
社
版
日
本
文
学
全
集
の
「
少
年
文
学
架
」
の
冒
頭
に
「
こ
が
れ
丸
」
を
お
き
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。
文の海に先づ立ちそめの漣山人、「少年文学」という一風を吹かしたまひたり。今に見よ、此の小々波大人をも動
か
す
巨
涛
と
な
り
、
億
万
の
幼
童
は
、
め
で
く
つ
が
え
ら
ん
。
日本評論は次のように述べている。
此
の
明
治
の
昭
代
、
新
文
学
の
興
隆
の
時
に
あ
た
り
、
純
な
小
児
幼
童
の
た
め
に
も
の
せ
ら
れ
た
る
著
述
あ
る
を
見
ず
。
今
や
漣
山
人
衆
に
率
先
し
て
、
こ
が
れ
丸
の
箸
あ
り
、
わ
れ
年
少
き
人
々
の
た
め
に
之
を
歓
ぶ
。
こ
れ
を
見
て
気
が
つ
く
の
は
、
読
売
と
い
い
、
日
本
評
論
と
い
い
『
こ
が
れ
丸
」
を
日
本
最
初
の
創
作
児
童
文
学
と
認
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
か
な
ら
ず
し
も
正
当
な
見
方
と
は
い
え
な
い
が
、
文
学
作
品
と
し
て
は
、
「
こ
が
れ
丸
」
し
か
評
価
で
き
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
、
そ
れ
だ
け
「
こ
が
れ
丸
」
が
す
ぐ
れ
た
作
肪
だ
っ
た
と
い
う
証
拠
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
発
表
と
同
時
に
、
「
こ
が
れ
丸
」
が
日
本
の
創
作
児
蔵
文
学
の
原
点
と
見
な
さ
れ
る
ほ
ど
高
い
評
価
を
う
け
た
が
、
そ
の
班
山
は
内
容
と
文
体
が
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
殊
に
そ
の
文
体
は
、
小
説
に
お
け
る
文
体
の
混
乱
期
に
あ
っ
た
だ
けに砿要な要素であった。そうした背餓があったからこそ、小波は「こがれ丸」にあの特殊な文体を使い、あれほど
成
功
を
お
さ
め
な
が
ら
、
そ
の
文
体
を
、
そ
の
後
使
川
し
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
序
文
に
見
ら
れ
る
、
わ
ざ
と
例
の
言
文
一
致
体
を
廃
し
、
大
崎
れ
時
代
ぶ
り
た
り
、
と
い
う
小
波
の
言
梨
も
、
そ
れ
は
ま
た
文
学
に
お
け
る
文
体
の
混
乱
を
示
し
た
も
の
だ
っ
た
。
文
体
か
ら
見
た
日
本
児
激
文
学
の
誕
生
九
こ
れ
が
『
こ
が
れ
丸
」
が
出
哩
のような記事をのせている。
は
じ
め
て
文
学
と
し
て
の
創
造
話
篇
に
歓
喜
し
得
た
の
は
、
明
治
二
十
四
年
に
出
版
さ
れ
た
厳
谷
小
波
氏
の
「
こ
が
れ
丸
」
に
お
い
て
である。
が
出
版
さ
れ
た
明
治
二
十
四
年
に
は
も
っ
と
激
烈
な
賞
畿
が
さ
さ
げ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
読
売
新
聞
に
は
次
文
体
か
ら
見
た
日
本
児
近
文
学
の
誕
生
一○
こ
こ
で
は
『
こ
が
れ
丸
』
の
内
容
に
は
特
に
ふ
れ
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
こ
の
作
品
の
文
体
が
内
容
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
の
で
か
ん
た
ん
に
説
明
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
この作品は、両親を金眸という巨大な虎に殺されたこがれ丸という犬が、成長し、さまざまな銀難辛苦をへながら
武者修業をし、般後に金眸を殺して親の仇を討つという物語である。ドラマチックな緊迫感にあふれた作品で、文学
作品としてもすぐれているし、それを動物の世界として描いたのもこの作品をユニークなものにしている。テーマー
は
親
の
仇
討
ち
と
い
う
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
古
く
さ
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
明
治
二
十
四
年
前
後
の
時
代
の
風
潮
を
た
く
み
に
つ
か
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
日
本
人
は
、
金
眸
と
こ
が
れ
丸
の
関
係
の
中
に
、
当
時
の
大
国
情
と
日
本
の
関
係
を
読
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
る
。
作
者
小
波
が
そ
う
し
た
時
代
風
潮
を
つ
か
ん
で
こ
の
作
品
を
書
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
意
識
的
に
せよ、偶然にせよ、時代風潮にのって、『こがれ丸一は前記のような評判をかちとっていったのである。それに対し、
文
体
に
つ
い
て
い
え
ば
、
小
波
は
意
識
的
に
時
代
風
潮
を
は
っ
き
り
利
川
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
作
品
は
日
本
児
童
文
学
の
原
点
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
論
議
が
正
当
で
あ
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
『
こ
が
れ
丸
』
誕
生
直
前
に
お
け
る
、
つ
ま
り
日
本
の
則
作
児
逝
文
学
誕
生
期
に
お
け
る
興
味
深
い
一
つ
の
試
み
に
ふ
れ
て
み
よ
う
。
実
は
博
文
館
が
日
本
の
少
年
文
学
シ
リ
ー
ズ
と
い
う
企
画
を
明
治
二
十
三
年
に
発
表
す
前
年
、
創
作
児
童
文
学
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
企
画
が
な
さ
れていたのである。それまで、日本には西欧的な児亜文学は存在していなかった。ようやく明治に入って西欧の児茄
文学の存在に気がつき、明治二十年頃から日本に児童文学をつくろうという気運が生まれてきたのである。ちなみに
ルイス・キャロルの「不思議の国のアリス，一がイギリスで発表されたのが一八六五年、つまり明治維新の直前だった。
発表と同時に大評判となったこの作品を、西洋文化熱にとりつかれていた明治初期の人達が知らなかったはずがない。
が「こがれ丸』
いからである。
それはともかく、そうした気運にのって創作児童文学に挑戦したのは、大日本教育会だった。先生の集団が児童文学
をつくろうというはじめての試みに挑戦したのは、それなりにうなずけるが、その大日本教育会が、明治二十二年に
「少年書類懸賞法」なるものを発表した。少年書類という耳なれない言葉は今の児童文学のことで、明治においては、
その後少年文学と呼ばれるようになった。つまりこれは日本で最初の川作児童文学の公募であった。その公募要項を
見ると、最初に児逝文学をつくろうとしていた人達がどのように児童文学を考えていたかよくわかるし、それと比較
すると「こがれ丸」という作品の持徴もはっきり浮びあがってくる。少くともこういうことはいえそうである。小波
が「こがれ丸』で公募に応じても、入選することはなかったはずだとである。公募要項に、『こがれ丸」は適合しな
そ
の
要
項
と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
少
年
書
類
懸
賞
法
要
項
一、本令二雌テ懸賞ノ方法ニョリ小学尋常科第一年級ヲ卒リタル児童ノ智識ヲ標準トシ、之二適スベキ趣味多キ書
鯖ノ著述ヲ世ノ有志者二募集スルコト。
｜、文体ハ著述者ノ意一一任スト錐モ、前項ノ児童一一容易二解シ得ペキモノタルコト。
｜、謝中記峨ノ事物ハ修身二益シ、叉ハ駅難辛苦ヲ胃シ、主トシテ股工商上一一身ヲ立ダル者ノ事級或ハ理科二側ス
一
、
原
稿
ノ
紙
数
ハ
十
行
二
十
字
誌
（
挿
画
ヲ
含
ム
）
五
十
梨
以
上
百
葉
以
下
タ
ル
ベ
キ
コ
ト
。
一、寄稿ノ期限ハ明治二十二年九月三十日迄トス。
文
体
か
ら
見
た
日
本
児
童
文
学
の
誕
生
ルモノタ霊ルコト。
この要項を見て真先に気がつくことは、「農工商上に身を立たる者の事績或は理科に関する６のたること」と「趣
味多き書籍」という言葉である。ことに「士」を除いているところに興味が持たれる。後の明治の児童文学の主流が
天
皇
を
中
心
と
す
る
国
家
主
義
に
流
れ
、
主
と
し
て
「
士
」
を
揃
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
創
成
期
の
児
童
文
学
を
目
ざ
し
た
人
々
は
健
全だったといわねばならない。もっともその故に、この児童文学遮動は失敗をまねいたのであったが。
しかしこの公募は順調ではなかった。公募の締切を延長しなければならなかったのである。もちろんその理由は、
原
稿
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
創
作
児
童
文
学
が
ま
だ
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
明
治
二
十
二
年
に
、
こ
の
要
項
を
見
て
も
児
童
文
学
を
容
易
に
響
け
な
か
っ
た
の
は
む
り
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。
〆
切
延
長
ま
で
し
て
集
っ
た
作
品
は
わ
ず
か
二
十
四
篇
で
あ
っ
た
。
当
時
の
金
額
と
し
て
最
高
五
十
円
と
い
う
賞
金
は
か
な
り
の
魅
力
だ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
作
肪
の
数
は
今
か
ら
考
え
る
と
想
像
も
で
き
な
い
ほ
ど
少
な
か
っ
た
。
この二十四篇から入選したのが三輪弘忠の「少年の玉」という作Ⅱ叩であった。しかもそれが大日水教育会にとって
文
体
か
ら
見
た
日
本
児
童
文
学
の
誕
生
一一一
一、本：令二舵テ瀞査員若干名ヲ撰挙シ、本年内ヲ限り寄橘ヲ瀞迩セシメ、其優等ナルモノヲ甲乙丙二区分シ、左ノ
懸
賞
金
ヲ
本
令
ヨ
リ
付
与
ス
ル
コ
ト
。
一
、
甲
賞
ヲ
得
ダ
ル
者
金
五
拾
円
以
下
三
拾
一
円
以
上
。
一
、
乙
賞
ヲ
得
ダ
ル
者
金
三
拾
円
以
下
二
拾
一
Ｎ
以
上
。
「
内
質
ヲ
得
ダ
ル
者
金
二
拾
円
以
下
拾
円
以
上
。
一、前項の賞ヲ得ダル者ト錐モ其書ノ版権ハ著述者ノ有一一掃セシメ本令二船テ之ヲ印行セザルコト。（大日本教育
会
雑
誌
第
八
三
号
）
実
二
本
邦
少
年
書
類
ノ
囑
矢
卜
云
モ
敢
テ
謹
言
二
非
ラ
ザ
ル
ベ
シ
。
実
際
に
日
本
の
児
童
文
学
の
誕
生
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
作
品
に
よ
せ
る
期
待
も
大
き
か
っ
た
の
は
う
な
ず
け
る
。
し
か
も
パ
ッ
ク
に大日本教育会という全国的な教員組織がついており、常識的には、日本初のこの作品が最初の創作児童文学として
もっと注目を集め、高く評価されて当然であった。現実はほとんど問題にされないで黙殺されてしまったのである。
具体的にいえば、その二か月後に出版された「こがれ丸」が最初の創作児童文学だと大評判をとり、そのために「少
年ノ玉」の存在意義が消滅してしまったのである。これほど明暗を分けた二つの児童文学作品の類は少いが、それは
と
も
か
く
、
「
少
年
ノ
玉
』
の
失
敗
は
、
そ
の
内
容
と
文
体
に
あ
っ
た
。
文
体
か
ら
見
た
日
本
児
童
文
学
の
誕
生
一一一一
満
足
の
い
く
も
の
で
な
か
っ
た
の
は
次
の
結
果
を
見
れ
ば
わ
か
る
。
審
査
決
議
書
が
公
表
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
本書固ヨリ欠点ナキニァラズト難亦少年書類募集ノ主旨一一梢適スル所アルヲ以一丁最下ノ賞金恰円ヲ交付スルノ価値
アルモノト認ム。但シ多少ノ修正ヲ加ウベキ点アルカ故二本書ヲ公行セントスルトキハ修正ヲ了シ巻首二此全文ヲ
掲載シ認定ノ事由ヲ明カニスベシ。
こ
の
一
文
は
児
童
文
学
誕
生
の
苦
渋
が
そ
の
ま
ま
読
み
と
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
大
日
本
教
育
会
の
児
童
文
学
に
よ
せ
る
意
気
ご
み
が
大
きかったこともわかる。その後この内容どおり種々の修正が加えられ、本として出版されたのは、明治二十三年十一
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
作
品
に
と
っ
て
は
時
期
的
に
も
不
運
で
あ
っ
た
。
こ
の
後
を
追
う
よ
う
に
、
そ
れ
か
ら
二
か
月
後
に
「
こ
が
れ丸』が出版されたからである。
「
少
年
ノ
玉
」
は
審
査
内
容
で
は
か
な
ら
ず
し
も
満
足
の
い
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
が
出
版
さ
れ
た
時
の
予
約
広
告
で
は
次
ね丸』が出版されたから（
「
少
年
ノ
玉
」
は
審
査
内
容
の
よ
う
に
う
た
わ
れ
て
い
た
。
文
体
か
ら
見
た
日
本
児
逝
文
学
の
誕
生
一四
内
容
に
つ
い
て
は
か
ん
た
ん
に
説
明
す
る
と
、
国
吉
と
い
う
貧
し
い
家
の
少
年
が
難
難
辛
苦
を
へ
て
商
業
学
校
を
卒
業
し
商
社
に
つ
と
めるが、やがてアメリカへ渡り、そこで遜気を勉強し、日本に帰って地灯会社をつくって成功し、かって自分をいじ
め
た
虎
吉
を
会
社
で
と
り
た
て
て
や
る
と
い
う
物
語
で
あ
る
。
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
見
て
す
ぐ
気
が
つ
く
こ
と
は
、
わ
ず
か
五
十
枚
た
ら
ずの原稲に、国吉の少年時代から大人になって成功するまでのことを書いており、そのため肉付けのないストーリー
だけの作品になってしまい、文学作品と見た場合不十分なものだったということである。さらにいえば、この内容が
文
明
開
化
的
思
想
に
も
と
ず
い
て
お
り
、
明
治
二
十
三
年
頃
は
、
す
で
に
日
本
の
国
家
主
義
が
幅
を
き
か
せ
て
い
た
の
で
、
こ
の
種
の
作
品が時代遅れになっていたのである。ちなみに作者三輪弘忠は小学校の先生で、この一作だけでペンをたっている。
文
学
作
品
と
し
て
稚
拙
だ
っ
た
と
し
て
も
仕
方
な
い
こ
と
で
あ
る
。
文
体
も
文
学
作
品
と
し
て
は
稚
拙
で
あ
っ
た
。
こ
の
作
品
の
文
灘
に
つ
い
て
、
瀞
査
委
員
は
次
の
よ
う
な
評
を
し
て
、
修
正
を
要
求
し
ている。
文
章
ハ
全
体
趣
味
少
シ
之
ヲ
世
一
一
公
ニ
ス
ル
ニ
ハ
大
二
修
正
ヲ
加
へ
具
シ
今
少
少
平
易
ニ
シ
…
…
当
然
出
版
さ
れ
た
時
修
正
が
加
え
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
趣
味
少
し
文
体
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
か
っ
た
。
具体的に本文をあげると、次のような文体であった。
一日、風雪ハゲシキ時、止ミガタキ主川アリテ、国吉ハミノカサニテ築地迄行キシニ、帰り道ニテ、三川へウッリ
掛
リ
ノ
橋
ギ
ハ
ニ
、
一
人
ノ
少
年
雪
ノ
中
ニ
タ
フ
レ
タ
ル
ヲ
見
出
シ
タ
リ
。
国
吉
ハ
、
ナ
サ
ケ
プ
カ
キ
ウ
マ
レ
ッ
キ
ナ
レ
バ
、
ス
グ
ニ
抱
キ
上
ゲ
…
…
客
人
ハ
ド
ナ
タ
カ
在
ジ
マ
セ
ン
ガ
、
ナ
ン
ギ
ヲ
御
ス
ク
イ
下
サ
イ
マ
シ
テ
…
…
ま
た
会
話
体
も
同
じ
よ
う
に
生
硬
な
文
体
で
つ
づ
ら
れ
て
お
り
、
少
し
例
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
「
こ
が
れ
丸
」
の
作
者
厳
谷
小
波
は
硯
友
社
に
属
し
て
い
た
が
、
実
は
早
く
よ
り
言
文
一
致
体
を
と
な
え
て
お
り
、
同
じ
く
言
文
一
致
を主張していた山田美妙とともに、硯友社では特異な存在であった。したがって博文館から少年文学シリーズの第一
巻
を
書
く
よ
う
に
と
依
頼
を
う
け
た
時
、
言
文
一
致
体
で
作
品
を
書
こ
う
と
考
え
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
を
妨
た
げ
た
の
が
、
紅
葉
の
「二人比尼色俄悔」の文体であった。その前年名著百種の第一巻として発表された「色餓悔』は大評判をとっており、
同
じ
硯
友
社
の
一
員
だ
っ
た
小
波
が
、
そ
の
成
功
が
紅
葉
の
新
し
い
文
体
に
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
か
な
い
は
ず
が
な
い
。
そ
の
迷
い
が
「
こ
が
れ
丸
」
の
序
文
に
そ
の
ま
ま
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
小
波
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。
されば文章に鯖（修）飾を勉めず、趣向に新奇を索めず、只管少年の読み易からんを願ふて、わざと例の言文一致
を
廃
し
っ
、
時
に
五
七
の
句
調
な
ど
用
い
て
、
趣
向
も
文
章
も
、
天
晴
れ
時
代
ぶ
り
た
れ
ど
、
是
却
っ
て
少
年
に
諭
し
易
く
解
し
易
ら
国
若
シ
御
前
サ
ン
ハ
虎
吉
サ
ン
デ
ハ
ゴ
ザ
イ
マ
セ
ン
カ
、
虎
ア
ナ
タ
ハ
国
吉
サ
ン
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
カ
…
…
当
時
小
説
で
さ
え
ど
の
よ
う
な
文
体
で
書
い
た
ら
い
い
の
か
混
乱
し
て
い
た
く
ら
い
だ
か
ら
、
児
童
文
学
を
ど
の
よ
う
な
文
体
で
書
い
たらいいのかわかるはずがなかった。だからこそ要項で「文体ハ著述ノ意一一任ス」というような条項が加えられたの
で
あ
る
。
三
輪
弘
忠
の
文
体
は
当
時
の
小
学
校
の
教
科
書
の
文
体
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
三
輪
弘
忠
が
小
学
校
の
先
生
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
理
解
で
き
る
が
、
や
は
り
趣
味
少
く
、
当
時
の
人
々
の
評
判
に
な
ら
な
か
っ
た
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
「
こ
が
れ
丸
」
が
あ
の
独
持
の
文
体
を
駆
使
し
て
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
勝
負
の
結
果
は
明
白
で
あ
っ
た
。
んか。
文
体
か
ら
見
た
日
本
児
童
文
学
の
誕
生
一
五
文
体
論
が
掲
戦
さ
れ
て
い
る
が
、
－
此
小
説
は
涙
を
主
眼
と
す
しかし「こがれ丸」の文体と何よりも関係の深いのは、尾崎紅葉の「色戯悔」の文体であった。
明
治
二
十
二
年
に
紅
梁
は
吉
岡
排
店
が
企
画
し
た
日
本
最
初
の
文
叩
本
と
も
い
う
べ
き
新
替
間
抓
の
第
一
巻
を
轡
く
よ
う
に
依
頼
さ
れ
た
時
、
ど
の
よ
う
な
文
体
で
書
く
か
悩
み
ぬ
い
た
末
に
、
こ
の
作
品
の
序
文
で
述
べ
て
い
る
よ
う
な
独
特
の
文
体
を
つ
く
り
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
作
品
は
大
成
功
を
お
さ
め
、
そ
の
成
功
が
き
っ
か
け
で
、
硯
友
社
の
同
人
達
が
次
々
と
文
壇
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
硯
友
社
の
雅
俗
折
衷
体
の
文
体
が
碓
立
し
、
硯
友
社
の
作
家
達
は
こ
の
文
体
を
雑
木
に
小
説
を
慨
い
て
い
っ
た
。
小
波
が
「
こ
が
れ
丸
」
の
執
筆
に
と
り
か
か
ろ
う
と
し
て
い
た
の
は
、
そ
う
し
た
硯
友
社
の
は
な
ば
な
し
い
活
動
が
は
じ
ま
り
か
け
た
明
治
二
十
三
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
紅
葉
が
脚
光
を
あ
び
は
じ
め
た
時
で
あ
る
。
「
色
戯
悔
」
に
は
、
序
文
と
し
て
紅
葉
の
興
味
深
い
文
体
論
が
掲
戦
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
文
体
か
ら
見
た
日
本
児
童
文
学
の
誕
生
一一ハ
こ
こ
で
小
波
が
い
っ
て
い
る
こ
と
は
、
従
来
の
言
文
一
致
体
で
作
品
を
響
く
こ
と
を
や
め
、
時
代
に
合
っ
た
文
体
を
使
っ
た
と
い
う
こ
とである。ただここでは具体的に何も説明していないので、「天晴れ時代ぶり」とは何をいっているのか、これだけ
で
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
従
来
の
主
張
で
あ
る
言
文
一
致
体
を
ど
う
し
て
避
け
た
の
か
も
語
ら
れ
て
い
な
い
。
小
波
が
「
少
年
ノ
玉
」
の
失
敗
を
知
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
も
し
知
っ
て
い
た
ら
「
少
年
ノ
玉
」
の
失
敗
が
そ
の
文
体
に
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
。
ＣＤＳご》》ご」つつ
時
代
を
説
か
ず
場
所
を
定
め
ず
。
ｎ
口
本
小
説
に
此
類
少
し
。
い
か
な
る
味
の
物
か
と
好
心
に
試
み
た
り
。
難
者
あ
ら
ぱ
。
あ
る
時
あ
み
う
え
ぱ
な
し
少（》虚にて。ある人々の身の上認と答ふくし
Ⅲ
う
け
い
文
章
は
存
来
の
雅
俗
折
衷
お
か
し
か
ら
ず
。
言
文
一
致
こ
の
も
し
か
ら
ず
で
。
色
々
気
を
梯
み
ぬ
い
た
末
。
鳳
か
鶏
か
ｌ
‐
ｌ
虎
か
猫
小
波
は
「
こ
が
れ
丸
」
の
発
表
以
後
児
童
文
学
の
一
人
者
と
し
て
明
治
の
児
童
文
学
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
が
、
そ
の
成
功
の
秘
密
は
時
代
の
流
れ
に
た
く
み
に
の
っ
て
作
砧
を
書
い
て
い
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
内
容
、
文
体
と
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
いずれにしても「こがれ丸一序文の「天晴れ時代ぶり」の文体というのは、紅葉の『色臓悔」の文体、雅俗折衷体
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
文
に
修
飾
を
も
と
め
た
紅
葉
の
文
体
と
、
修
飾
を
も
と
め
な
か
っ
た
小
波
の
文
体
は
、
修
飾
云
々
に
関
し
て
は
違
い
は
あ
る
も
の
の
埜
本
に
お
い
て
は
同
根
で
あ
る
。
む
し
ろ
修
飾
を
も
と
め
な
い
と
い
う
小
波
の
言
葉
は
、
紅
葉
の
「
色
餓
悔」の文体に対して述べた言葉である。「少年ノ玉」のような文体や、当時の言文一致体の文体を対象にしたら、「こ
文
体
か
ら
見
た
日
本
児
童
文
学
の
誕
生
一七
よ
む
Ｕ
と
。
Ｃ
Ｏ
ｃ
一
前
述
の
通
り
、
世
間
在
來
の
文
と
は
。
下
手
な
り
に
も
趣
を
異
に
す
れ
ば
。
請
人
一
見
し
て
つ
ら
い
と
い
ふ
。
作
者
は
少
し
も
つ
ら
か
ら
ず
。
我
っ
ら
か
ざ
る
を
人
々
何
ゆ
へ
に
っ
ら
し
と
い
ふ
や
。
専
ら
句
調
を
た
よ
り
に
再
調
の
御
面
倒
を
諸
ふ
こ
の
序
文
に
お
け
る
文
体
論
は
明
解
な
の
で
特
に
説
明
の
要
は
な
い
が
、
た
だ
一
言
ふ
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
紅
葉
が
西熱の影粋を強くうけていたということである。ともかくこの作品によって硯友社の雅俗折衷体という一つの文体が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
歓
迎
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
紅
葉
の
成
功
の
陰
で
、
二
葉
亨
凹
迷
が
言
文
一
致
体
で
書
い
た
「
浮
雲
」
が
失
敗
し
、
未
完
に
終
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
小
波
が
言
文
一
致
体
で
書
く
こ
と
に
不
安
を
お
ぼ
え
た
の
は
、
案
外
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
し、未完に終一
か
も
し
れ
な
い
。
か
。
我
に
も
判
断
の
な
ら
ぬ
か
シ
る
一
風
異
様
の
文
髄
を
創
造
せ
り
、
あ
ま
り
お
手
柄
な
話
に
あ
ら
ず
と
い
へ
ど
。
こ
れ
で
も
作
者
く
み
わ
け
の
若
労
は
い
か
ば
か
り
。
そ
れ
を
す
こ
し
は
汲
分
て
。
御
評
判
を
願
ふ
じ
や
う
ら
り
て
い
＆
ん
Ｕ
打
も
人
對話は浄瑠璃髄にくう時の俗話調を混じたるものなり。桃みるに、これを以て時代小説の談話髄にせんとの作者の
野心
この地の文に対し、紅莱がいうところの浄珊璃体の会話体というものは、次のようなものであった。
庵
で
出
逢
っ
た
二
人
の
尼
僧
が
か
わ
し
て
い
る
会
話
で
あ
る
。
か
ね
ｂ
や
「頼む。」と立川なふ女の盤。鉦の立脚恩みて。
砥
つ
た
い
に
よ
に
ん
ぬ
の
こ
こ
し
ご
ろ
も
お
も
て
障子の外に現れしも法篭の女人。鼠木綿の布子ＦＬ墨染の腰法衣。頭巾着たるが外面を窺ひ。
文
体
か
ら
見
た
日
本
児
近
文
学
の
誕
生
一八
が
ね
丸
」
の
文
体
は
修
飾
を
も
と
め
な
い
ど
こ
ろ
か
、
は
る
か
に
修
飾
を
も
と
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
それなら「色微悔」の文体は具体的にどのようなものであったのか、小波の雅俗折衷体はどのようなものであった
のか例をあげてみよう。次の文は「色餓悔」の冒頭の一節である。
さ
び
し
さ
し
ぐ
れ
あ
し
た
巾
ふ
ぺ
こ
が
ら
し
蔚寂はそも如何ならん。片山型の時雨あと。農より夕まで。昨日も〈７日も凧の烈く。あるほどの木々の葉‐－－峯の
お
し
や
あ
は
れ
松のみ磯して‐１１大方吹落しぬれば。山は面孵せて哀に。森は骨立ちて凄じ。
こ
の
紅
葉
の
文
体
は
読
み
易
く
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
従
来
の
雅
俗
折
衷
体
に
比
べ
て
は
る
か
に
平
易
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
紅
葉
は
従
来
の
雅
俗
折
衷
を
お
か
し
か
ら
ず
と
批
判
し
た
が
、
そ
の
文
体
と
は
、
明
沿
十
年
代
の
政
治
小
説
に
お
け
る
文
体
を
さ
し
て
い
る
。
具
体
的には矢野竜渓の「経国美談」、東海散士の「佳人之奇遇」、末広鉄膓の「雪中悔」などの文体をさしている。いずれ
も
漢
語
を
主
体
と
し
た
硬
質
、
難
解
な
文
体
で
、
十
年
代
の
自
由
民
権
述
動
を
背
景
に
書
か
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
政
治
運
動
に
は
適
し
た
文
体
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
政
治
運
動
が
沈
静
化
す
る
に
し
た
が
い
文
体
そ
の
も
の
も
新
し
い
も
の
を
も
と
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「何御用でござりまする。」
あ
き
や
び
く
に
「是は行脚の比丘尼。慣れ慣れぬ山路に迷ひ。
や
ど
り
ご
く
わ
ん
ご
や
う
難
義
を
致
し
ま
す
る
。
御
無
心
な
が
ら
一
夜
の
宿
を
御
願
ひ
庁
』
。
御
石
經
の
お
邪
魔
こ
れ
は
''’
''１
の
「御覧の通の荒屋。夜の物とて御座りませぬが。お厭ひなくぱ。ざａお入遊ばせや。」
歯切れのいい読み易い会話体である。この作品は山里の庵で偶然出逢った若い二人の尼僧が、どうして若い身で尼
僧
に
な
っ
た
か
語
り
合
っ
て
い
る
う
ち
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
尼
僧
と
な
っ
た
原
因
の
若
い
武
士
が
同
一
人
物
だ
っ
た
と
気
が
つ
く
と
い
う
の
が
前
半
で
あ
る
。
後
半
は
そ
の
若
い
武
士
が
こ
の
二
人
の
女
性
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
り
な
が
ら
死
ん
で
い
っ
た
か
と
い
う
物
語
に
な
っ
て
い
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
が
趣
向
に
嵩
ん
で
お
り
、
こ
の
物
語
を
念
頭
に
お
い
て
小
波
は
「
こ
が
れ
丸
」
の
序
文
で
趣
向
に
新
奇
を
索
め
ず」と述べていると思われる。単純に考えれば「こがれ丸』自体趣向に富んでいるから、小波の言葉はあくまでも比
較
の
上
に
お
い
て
で
の
こ
と
だ
と
い
え
る
。
小
波
の
文
体
に
つ
い
て
の
言
葉
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
文
体
と
ス
ト
ー
リ
ー
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
「
色
餓
悔
」
と
い
う
感
傷
的
で
、
紅
葉
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
涙
を
主
眼
と
し
た
悲
劇
的
な
時
代
小
説
に
と
っ
て
は
、
こ
の
紅
葉
の
文
体
が
い
か
に
も
し
っ
く
り
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
当時評判になったことはそれなりに理解できる。しかしこの文体が現代小説に適川できないということも容易に理解
で
き
る
こ
と
で
、
後
に
紅
葉
が
現
代
小
説
を
書
く
場
合
、
雅
俗
折
衷
体
と
言
文
一
致
体
の
は
ざ
ま
で
激
し
く
揺
れ
た
の
も
当
然
の
こ
と
で
あった。それに対して小波の場合は、こうしたはざまで揺れるということはなかった。「こがれ丸」の文体に固執し
な
い
ど
こ
ろ
か
、
こ
れ
以
後
こ
こ
に
お
け
る
文
体
を
二
度
と
使
わ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
当然『こがれ丸」の成功もストーリーに対して文体が適合していたからだということができる。「こがれ丸」はか
な
ら
ず
し
も
時
代
小
説
で
は
な
か
っ
た
が
、
親
の
仇
を
討
つ
と
い
う
物
語
は
や
は
り
一
種
の
時
代
小
説
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
文
体
か
ら
見
た
日
本
児
童
文
学
の
誕
生
一九
を
と
寒さに傑佃く聲なり。
あ
ば
ら
や
「御覧の通の荒屋。夜
致しました。」
うな二波け犬いなそかもこ文－１・にで小がつい小張てに作のしのの体四とや波重たと波つ、は者バリ、で皮で年つめに要のわはて立桃此作小あ肉脅にててとなでか目い案太のの波つはい発いしつ役あつ分えの郎司動は文た少た表かまて割るてのば肋、こ機一体の年唯さにつ－を。い作一けかがをこかか文一」し異たこ演こた品のとちね次がらを学のた質こがじこはｌこ新なか丸のね見、シ作作なとれてでず対現せち－よ丸たこリ品，}１，６で丸い気，でし象し’１１をう－日の’がをのわ￣たがあてながを編｝こを本シズ大さでかのとつるこりＭ赴述書綴りの成しある文いく。の。さとにくく文ム'1W“夫禁２冊；＃し締謄諒
のもおるか正どと、らな引古てるた誕
小見さ゜とにれで実犬ｒ１川き、゜つ生
波らめしい入ほあはや負下!；は彼て
のれ、かうつどる－虎をと今のの
他る日し証て特。少を述し背ゲ序
の。本小拠小異年登べて物１文
作＝児波で波なノ場て名語テで＃示迩にあがも玉さい記、のはb1ijR鮭乱＝ギー：ネ漸努画ぞ丙||;KlMjl2W：夫幽jlil臘説文点つし九た作、晴もな、－１繊震；悪li；;illj1当１１今こと－こと討リ文火ムた・ろＩｊｌｉ'ﾐ職臭統ｉｉｉＷﾗﾑ前い、今で、が語文にリンれ
｝〈たこ日替小争に体はのデてつの百き波つしをま黄ルい侭iRiilli猟;ｉ爪瞥ポポヅボのるれねた俗るつた有類等。本と時丸の折場ためのなのそ来い代一も哀耐、にもど奇の
のうぶと、体力〕時はの、異理文こりいこをら代時な秘談｝１１二体とでえのこは小代る々、は○
はで、ぱ文のじ説小べ忠まと
どあ例、体作ま化説くいたも
うる外Ｉﾘｌが品りしし、出水か
い゜的治小だ、てか威し邦く
小
波
は
「
こ
が
れ
丸
」
の
成
功
も
あ
っ
て
、
実
は
少
年
文
学
シ
リ
ー
ズ
に
、
他
に
二
つ
の
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
れ
は
第
九
巻
の
「
当
世
少
年
気
質
」
と
第
十
三
巻
の
「
鰐
中
休
暇
」
と
い
う
作
肺
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
現
代
、
と
い
っ
て
も
明
治
二
十
年
前
後
の
現
代
だ
が
、
を
扱
っ
た
師
端
架
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
時
代
小
説
川
の
「
こ
が
れ
丸
」
の
文
体
が
使
用
で
き
な
か
っ
た
の
は
当
然
だ
が
、
問
題
は
こ
の
二
作
で
広
い
意
味
の
時
代
小
説
を
、
つ
ま
り
、
「
こ
が
れ
丸
」
の
文
体
が
使
え
る
世
界
を
術
か
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意味では、小波は早くから雅俗折衷体で作品を譜くことの限界を僻っていたのかもしれない。まただからこそ独持の
口
語
体
で
児
童
文
学
を
謝
き
つ
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
硯
友
社
の
中
で
い
ち
早
く
言
文
一
致
体
、
つ
ま
り
口
語
体
で
小
説
を
書
き
、
誰
よ
り
も
長
い
作
家
活
動
を
し
た
徳
川
秋
声
と
一
脈
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
「当世少年気質」は「鶏群の一鶴」「十歳で神童」など八篇の短篇からなっており、「暑中休暇」は「遊泳」「復習」
な
ど
七
篇
か
ら
で
、
主
と
し
て
上
流
階
級
の
少
年
を
柵
い
て
い
る
。
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
そ
の
文
体
で
、
例
え
ば
「
復
習
」
と
い
う
短
篇
は
次
の
よ
う
な
言
文
一
致
体
で
書
か
れ
て
い
る
。
此
日
も
例
の
通
り
小
僧
は
遣
っ
て
来
た
故
、
い
ざ
言
葉
を
掛
け
よ
う
と
思
っ
た
が
、
そ
こ
が
ま
た
小
兒
、
無
遠
慮
の
様
で
も
あ
る
が
、し
お
また妙にはにかむ、しも出て、何か云はうとしては、云い出し兼ねてさし控へ彼刀で何とか云ったなら、それを機会
に
切
り
出
さ
う
と
、
云
は
狭
睨
み
合
い
の
体
に
成
た
。
これに対して会話は次のようになっている。「お前何処に居るの？」「三川の梢乳舎に居るんです」「それじゃ、毎
▲
６
朝牛乳を配って歩行くんだネ？」「ええ、もう配って来たんです」
こ
の
文
体
は
現
代
の
口
語
体
と
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
の
が
わ
か
る
し
、
さ
ら
に
そ
の
内
容
を
考
え
る
と
、
小
波
は
す
で
に
大
正
時
代
の
「
生
活
童
話
」
に
近
い
も
の
を
、
少
年
文
学
シ
リ
ー
ズ
に
書
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
木
村
小
舟
は
「
少
年
文
学
史
」
の
中
で
こ
の
両
文
体
か
ら
見
た
日
本
児
童
文
学
の
誕
生
一一一
文
体
か
ら
見
た
日
本
児
逝
文
学
の
誕
生
一一一一
瞥
を
高
く
評
価
し
て
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
今日の所調「生活童話」が、既に早くここに萌芽しつつある．…：これ等の新様式によって此二冊の編まれあること
は、正しく作者先見の致す所といふくく、近年隆艦を極めたる「童話」が、端をここに発したるか否かは、殊更穿
繋
の
要
あ
る
を
見
ず
と
す
る
も
…
…
残念ながら小波は、後の童話の原点に相当するようなこの二作を書きながら、やがて有名な小波お伽噺の世界へ移
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
鈴
木
三
重
吉
の
童
話
運
励
の
先
駆
的
役
削
を
果
し
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
く
、
少
年
文
学
シ
リ
ー
ズ
の
小波の三つの作品はそれぞれ見のがすことのできない意味を持ったものと考えられるのである。しかし同時に、後の
童話運動とは無縁だった小波にとっては、「こがれ丸」と同じようになんとも皮肉な作品になってしまったのである。
ここで「こがれ丸・一の文体に戻って具体的に考えてみよう。小波がその序文でわざと例の一一一一回文一致を廃しっ、と述
べ
て
い
る
の
は
、
先
の
「
復
習
」
に
お
け
る
文
体
を
さ
し
て
い
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
廃
し
た
の
は
、
紅
葉
の
「
色
恢
悔
」
の
成
功
を
見
た
か
ら
で
雅
俗
折
衷
体
で
作
品
を
書
い
た
ら
成
功
す
る
の
に
気
が
つ
い
た
の
で
あ
る
。
当
然
こ
の
文
体
を
使
え
ば
時
代
小
説
に
な
り
、
そ
の
故
に
、
仇
討
ち
の
物
語
を
作
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
あ
る
い
は
仇
討
ち
の
物
語
が
頭
に
浮
び
、
紅
葉
の
文
体
を
選
択
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
あ
た
り
は
明
碓
で
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
仇
討
ち
の
物
語
を
紅
葉
の
雅
俗
折
衷
体
で
聾
け
ば
成
功
す
る
と
思
っ
て
い
た
こ
とだけはたしかである。「文学界には先ず稀有のものなるべく、威張っていえば一の新現象なり」という自負はみご
とに適中し一・こがれ丸』は大成功をおさめたのである。その冒頭の文章は次のようなものである。これがどうみても
『暑中休暇』の文体より紅葉の「色倣悔」の文体に近いということは論じるまでもないであろう。地の文と会話は次
のように構成されている。
小
波
は
こ
の
よ
う
に
天
哨
れ
時
代
ぶ
り
た
る
文
体
を
駆
使
し
て
『
こ
が
れ
丸
」
で
大
成
功
を
お
さ
め
、
日
本
の
児
童
文
学
の
難
礎
を
き
ずいたが、しかしその後二度とこの文体で作品を書かなかった。その後歴史物、時代物を書かなかったどころか、お
びただしい歴史物を書きながらこの文体にもどることはなかったのである。その理由はこの文体が児童文学には適合
し
な
い
と
考
え
た
か
ら
か
、
紅
葉
に
追
従
す
る
の
を
き
ら
い
、
独
自
の
文
体
で
作
品
を
書
き
た
か
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
両
方
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
後
に
小
波
調
と
い
わ
れ
る
独
持
の
文
体
で
明
治
の
児
童
文
学
の
主
流
を
な
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
『
こ
が
れ
文
体
か
ら
見
た
日
本
児
逝
文
学
の
誕
生
一一一一一
こ
ろ
ぐ
わ
つ
い
じ
め
か
だ
は
る
い
堆
さ
の
ふ
お
〃
巾
３
の
や
上
い
い
Ｓ
つ
め
た
わ
上
つ
つ
か
ん
ぷ
う
頃しも一月初つ方、春とは云へど名のみにて、昨日からの大雪に、野ｊＵ山も岩も木も、冷き綿に包まれて、寒風
そ
式
た
が
だ
さ
ん
そ
う
あ
＆
ぼ
ら
こ
も
り
と
う
づ
く
ゐ
と
こ
ろ
か
ね
３
い
り
ｂ
や
う
す
ゐ
ふ
ら
ご
つ
れ
そ
ば
っ
た
坐ろに堪へ難きに、金眸は朝より洞に髄りて、柵、ソ鱒まり届る腿へ、旅てより堀に入の、聴水といふ古狐、岨仰ひ
ゆ
さ
ふ
わ
け
や
う
や
ば
ら
い
り
ぐ
ち
８
ゆ
８
Ｍ
ら
い
い
八
ぜ
ん
ま
え
あ
し
３
の
ふ
れ
Ｍ
巾
且
に雪蹄み分て、漸く洞の入口まで来たり、牢『を桃ひてにじり入り、まづ雌惣に前足をっかへ、（昨日よりの大雪に
そ
と
べ
い
づ
こ
と
ぽ
ら
こ
し
た
且
つれ
い
さ
ん
ぽ
う
み
お
こ
外遜に出る事仏Ｕならず、洞にのみ紺り給ひて、さぞかし徒然におはしつらん。）と云へぱ、金牌は身を起して、
り
や
う
す
ゐ
８
山
こ
と
雄
人
峨
い
銭
」
と
こ
の
お
眼
か
⑭
そ
と
で
ひ
と
〃
も
れ
む
ゐ
（お鼻聴水なりしか、よくこそ來つれ。質に雨が云ふ如く、此大雪にて外出もならねば、燭、ソ洞に眠り届たるに、
か
て
や
う
や
⑥
唯
も
の
ば
し
お
ぽ
な
ん
よ
え
も
の
こ
の
お
ば
ゆ
き
な
む
ぺ
た
ん
そ
く
食料漸く空しくなりて、や鼻物欲う覚ゅるぞ。何ぞ好き獲物はなきや。……此大雪なれば無き仏口宜なり。）と嘆息
ら
や
う
す
ゐ
う
り
Ｍ
鱒
い
わ
う
埒
い
わ
う
し
ま
こ
と
も
の
肱
し
か
て
も
と
た
ｆ
や
つ
が
よ
え
も
の
ｊ
い
ら
するを、聴水は打消して、（いやし」よ大王。大王若し斑に物欲くて、食料を求め給ふならば、僕れ好き換物を逃せ
ぼ
ん
じ
う
き
み
蕊獣の君とはなりけ、ソ。
あ
み
や
Ⅲ
灯
く
ぴ
８
と
ら
す
い
く
と
し
つ
３
へ
か
ら
鱈
よ
の
つ
れ
こ
う
し
打
脳
さ
▲
な
こ
ひ
や
く
れ
ん
が
凶
み
む
か
し
或
る
深
山
の
奥
に
、
一
匹
の
虎
住
み
け
り
。
幾
年
月
を
や
郷
た
り
け
ん
、
躯
尋
常
の
欄
よ
り
２
Ｕ
大
く
、
眼
は
百
鈍
の
鏡
に
に
ひ
げ
ひ
と
つ
か
ば
り
あ
ざ
む
ひ
と
た
び
ほ
こ
ゑ
さ
ん
こ
ぐ
と
ま
ろ
こ
ず
ゑ
と
り
お
さ
ん
さ
い
ろ
う
ぴ
ろ
く
お
そ
れ
し
た
が
似て、蹟は一束の針を欺き、｜度嘩ゆれば聾山谷を鵬かして、梢の鳥丸Ｕ落ちなんばかり、一山の封狼摩鹿、畏從
ま
う
ゐ
た
く
ま
し
み
ｆ
か
□
ん
ぽ
う
薦
い
わ
う
な
の
あ
血
危
け
も
の
が
ん
か
み
く
海
さ
ん
はいものもなかりしかば、ますｊく、猛威を暹うして、自ら金眸大王と名乗、ソ、数多の獣類を眼下に見下して、一山
ん
､-２
文
体
か
ら
見
た
日
本
児
逝
文
学
の
誕
生
二四
丸一の文体をどうして使わなくなったのか納得できるところである。
しかし日本児五文学の原点といわれ、小波の代表作である「こがれ丸』の文体だけが、小波本来の文体でなかった
ということは、小波にとっても、日本の児迩文学にとってもなんとも皮肉である。皮肉といえば、間接的にしる児童
文学誕生の文体を剛造した紅葉が、その文体故に児斑文学では失敗したということである。同じ博文航の幼年文学シ
リーズの第一巻を担当した紅葉は『鬼桃太郎」という作品を発表したが、幼年文学としては文体も内容も趣向にこり
すぎて失敗したといわれている。その紅葉の文体を使って一万では成功した『こがれ丸」の存在を考えると、紅葉の
失
敗
は
小
波
の
比
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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史
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